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AIMAIMモデルモデルの歴史と展開の歴史と展開
1990.7  AIM1990.7  AIMプロジェクト開始プロジェクト開始

19931993～～94  94  第１次モデル完成第１次モデル完成

1993  1993  長期排出シナリオ策定作業長期排出シナリオ策定作業

1994.11  1994.11  日経地球環境技術賞大賞日経地球環境技術賞大賞

1995.6   1995.6   国際共同研究の本格的開始国際共同研究の本格的開始

1996.2  AIM1996.2  AIM国際ワークショップ開始国際ワークショップ開始 19961996～～9797　　COPCOP３に向けた我国３に向けた我国

削減目標論争削減目標論争1997.8  AIM1997.8  AIMトレーニングワークショップ開始トレーニングワークショップ開始

1997.121997.12　　COP3COP32000.4  IPCC SRES2000.4  IPCC SRES

2001.4  IPCC 2001.4  IPCC 第第33次評価次評価
報告書報告書

20022002～　環境イノベーション戦略的～　環境イノベーション戦略的デーデー

タベース開発タベース開発

20022002～～ 生態サービスモデル開発生態サービスモデル開発
2003  2003  温暖化対策税論争温暖化対策税論争

1994  1994  
ECOECO--AsiaAsia（（LTPPLTPP））

2002～ APEIS(IEA)

　　　　我国脱温暖化社会シナリオ策定我国脱温暖化社会シナリオ策定

19981998～～ 　循環型経済モデル開発　循環型経済モデル開発

2000 2000 　　参加型統合評価モデル開発　　参加型統合評価モデル開発

****  ****  IPCC IPCC 第第44次評価報告書次評価報告書
我国の中長期脱温暖化社我国の中長期脱温暖化社

会論争会論争

1992  1992  エネルギー消費エンドユースモエネルギー消費エンドユースモ

デル開発デル開発

20012001　三つの循環型社会シナリオ　三つの循環型社会シナリオ

2004  MA2004  MA報告書報告書

2002  GEO32002  GEO3

2000  GEO22000  GEO2

1994  IS921994  IS92評価評価
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AIMAIM国際ワークショップ国際ワークショップ

•• 第第11回（回（1996.21996.2））
•• 第第22回（回（1997.31997.3））
•• 第第33回（回（1998.3) 1998.3) 
•• 第第44回（回（1999.31999.3））

•• 第第55回（回（2000.32000.3））
•• 第第66回（回（2001.32001.3））
•• 第第77回（回（2002.3) 2002.3) 
•• 第第88回（回（2003.32003.3））



AIMAIMトレーニング・キャパシティビルディングワークショップトレーニング・キャパシティビルディングワークショップ
第第11回中国トレーニングワークショップ、回中国トレーニングワークショップ、19971997
年年88月、北京、中国。月、北京、中国。

IPCCIPCC統合評価モデルアジア太平洋地域ワー統合評価モデルアジア太平洋地域ワー
クショップクショップ、東京、日本。、東京、日本。

第第11回インドトレーニングワークショップ、回インドトレーニングワークショップ、19981998
年年33月、アーメダバード、インド月、アーメダバード、インド。。

つくばトレーニングワークショップ、つくばトレーニングワークショップ、20022002年年99月、月、
つくば、日本。つくば、日本。

APEISAPEISアジア太平洋地域環境統合評価キャアジア太平洋地域環境統合評価キャ
パシティビルディングワークショップ、パシティビルディングワークショップ、
20022002年年1010月、デリー、インド。月、デリー、インド。

気候政策評価共同モデリングのためのアジ気候政策評価共同モデリングのためのアジ
ア太平洋フォーラム、ア太平洋フォーラム、20022002年年1010月、デ月、デ
リー、インド。リー、インド。

第第22回中国トレーニングワークショップ、回中国トレーニングワークショップ、19981998年年1010月、月、
北京、中国。北京、中国。
第第22回インドトレーニングワークショップ、回インドトレーニングワークショップ、19991999年年22月、月、
アーメダバード、インド。アーメダバード、インド。



COP3COP3におけるわが国削減目標の設定におけるわが国削減目標の設定
（（AIM/AIM/enduseenduseモデルを使用した推計、モデルを使用した推計、19971997年）年）

97年8
月3日
朝日97年10月

17日

朝日 97年10月5日毎日
97年10月20日毎日



京都議定書達成に必要な税率と追加投資額京都議定書達成に必要な税率と追加投資額
（ＡＩＭ（ＡＩＭ//enduseenduseモデル、モデル、20032003年）年）
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京都議定書達成京都議定書達成に必要な税率と追加投資額に必要な税率と追加投資額
（ＡＩＭ（ＡＩＭ//enduseenduseモデルモデル、、20032003年年））

3,433

追加投資額を充足するために必要な炭素税（円/tC）炭素税税率

9,52057,123
合計

1,95711,740植栽，下刈，間伐，複層伐，天然林改良森林整備

1,0666,397

ガソリン自家用乗用車（エンジン効率改善），
ディーゼル自家用乗用車（エンジン効率改善），
営業用ガソリン乗用車（ハイブリッド自動車），
自家用ディーゼルバス（エンジン効率改善），
ディーゼル軽貨物自動車（エンジン効率改善），
ガソリン自家用普通貨物自動車（エンジン効率改善），
ディーゼル営業用小型貨物自動車（エンジン効率改善），
ガソリン営業用小型貨物自動車（エンジン効率改善）

運輸部門
・自動車単体対
策

1,94511,670

高効率電動冷凍機，高効率エアコン，高効率ガス吸収冷温水器，
高効率ガスボイラ，潜熱回収給湯ボイラ，太陽熱温水器，
高効率ガス調理器，Hfインバータ照明（タイマ制御），
高効率自動販売機，標準型アモルファス変圧器，
その他動力（待機電力削減），熱交換機，
空調搬送動力（VAV制御，低圧損），建設物の省エネ化

業務部門

3,53921,236
高効率エアコン，高効率ガスストーブ，太陽熱温水器，
高効率ガス調理器，高効率テレビ，高効率VTR，潜熱回収給湯
器，
高効率照明，高効率冷蔵庫，その他家電（待機電力削減），断
熱材

家庭部門

1,0136,079
ボイラ燃焼管理，モータ用インバータ，高性能工業炉，
高炉廃プラ利用施設，密閉式LDG回収装置，高性能連続焼鈍炉
，
ディフューザー漂白装置，高効率クリンカクーラ，バイオマス
発電

産業部門

2005-
2010
追加投資
額（億円
/年）

2005-
2010
追加
投資
額
（億
円）

補助金の対象となる地球温暖化対策部門



脱温暖化への道脱温暖化への道すじすじ



参加型統合評価ツールとしての参加型統合評価ツールとしてのAIMAIM
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環境政策決定過程と環境研究環境政策決定過程と環境研究

環境政策決定
過程

環境政策研究

基礎科学・技術研究
各種情報整備

情報ニー
ズ

情報
提供

分析ニー
ズ
政策
評価

問問
題題
認認
識識

「良い」構造の問題「良い」構造の問題：研究者は、社会ニー：研究者は、社会ニー
ズを理解しながら研究方針をたて、基ズを理解しながら研究方針をたて、基
礎科学や各種情報をもとに環境政策礎科学や各種情報をもとに環境政策
を評価。人々はそれを参照し政策決を評価。人々はそれを参照し政策決
定や政治交渉を進める。定や政治交渉を進める。

統
合
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価
過
程
へ
の
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加
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学
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術

の
優
先
度
評
価

「悪い」構造の問題「悪い」構造の問題：地球環境問題の：地球環境問題の
ように不確実性高く、要因が複雑に絡ように不確実性高く、要因が複雑に絡
合い、多様な政府、国際機関の関与、合い、多様な政府、国際機関の関与、
超長期性による構造的変化がある問超長期性による構造的変化がある問
題では、上記の方法は無力。総合的題では、上記の方法は無力。総合的
認識や何が問題かを明らかにするこ認識や何が問題かを明らかにするこ
とも至難。環境研究者は、人々の基とも至難。環境研究者は、人々の基
本的認識に対して異論を唱え、人々本的認識に対して異論を唱え、人々
は研究者の結論に対して、異なったは研究者の結論に対して、異なった
観点から問題提起。決定過程と科学観点から問題提起。決定過程と科学
的評価過程、問題認識過程と解決策的評価過程、問題認識過程と解決策
模索の過程が同時進行する。模索の過程が同時進行する。
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